
医療的ケア児者との宿泊旅行に関する

アンケート調査結果

速報版：2026/05/26　

一般社団法人Try Angle（トライアングル）



目次

「医療的ケア児者」とは

本調査について

調査主体について

1.調査概要

2.調査サマリー

3.回答者属性

4.調査結果

　　　　４-1. 調査結果（宿泊旅行の経験がある方）

　　　　４-2. 調査結果（宿泊旅行の経験がない方）

　　　　４-３. 調査結果（旅行経験の有無に関わらず）

　　5. 考察

    6.さいごに

 Try Angle ©



 Try Angle ©

これらのケアは生きる上で不可欠なものであり、ケアの内容はそれぞれの疾病や病状に

応じて異なります。寝たきりの子もいれば、歩ける子もおり、「医療的ケア児者」と一言で

言っても、その状態はさまざまです。

一方で、医療的ケアがあっても、車いすに乗っていても、言語でのコミュニケーションが難

しくても、一人ひとり、遊びやおでかけ、人々との関わりを通してさまざまなことを学び、

成長している子どもであることに変わりはありません。

そして、その成長を願う親の気持ちも、医療的ケアの有無に関わらず同じ願いを持ってい

ます。

こうした子どもたちは増加傾向にあり、令和３年時点で全国で約2万人（※）いると推計さ

れています。

「医療的ケア児者」とは

「医療的ケア児」は、

日常生活において、人工呼吸器の管理、痰の吸引、経管栄養（胃瘻など）といった、

生命維持に不可欠な医療的サポートを常に必要とする子どもたちのことを指します。

※０歳〜１８歳未満の子どもを「医療的ケア児」、１８歳以上は「医療的ケア者」といい、本調査では年齢を区切らず調査を行ったため、「医療的ケア児者」としています。

※厚生労働省「医療的ケア児支援センター等の状況について」https://www.mhlw.go.jp/content/12204500/000995726.pdf　（2026/05/19時点）

https://www.mhlw.go.jp/content/12204500/000995726.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12204500/000995726.pdf
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本調査について

医療的ケア児とひとくちに言っても、必要なケアの内容やサポートの度合いは、ご家庭ごとに様々です。

「どんなことに困ったか」「ここは助かった」「こんな配慮があったら、もう一歩踏み出せそう」

そうした一つひとつの声を集め、これから旅行を考えるご家族や、受け入れる宿泊施設の環境づくりにつなげていきたいと考え、

以下の３点を明らかにするための設問を設定しました。

1.　医療的ケア児者ご家族の、旅行経験と旅行の実態

2.　旅行にあたっての課題と工夫、良い体験のエピソードの収集

3.　医療的ケア児者との旅行について、社会に願うこと

医ケア児者ご家族の、旅行に特化した全国規模の調査は、おそらくこれが初めての試みとなります。

今回、調査の主旨に共感を寄せてくださった全国４７都道府県の医療的ケア児者のご家族3４５名の方から回答をいただきました。

調査結果を公表することで、「〜〜ができていない」「〜〜してほしい」といった要求リストを提示するのではなく、

旅行に関してどのような思いを持っているのか、どのような困難を持っているのかを明らかにすることで、

医療的ケア児者家庭の状況を知り、歩み寄るための「対話のスタートライン」となることを目指しています。
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調査主体について

調査主体：一般社団法人Try Angle

医療的ケア児と家族の旅行や外出の環境を改善するため、2018年に「医療的ケア児の旅行ガイドライン」作成プ

ロジェクトを開始し、2019年に法人化。直接支援にとどまらず、関係者をつなぎ、学び合いと協働を促進する中

間支援的な役割を担い、誰もが安心して出かけられる社会を広げています。

医療的ケア児のおでかけ・旅行応援ポータルサイト「ててとて旅行舎」の運営や、宿泊施設の受け入れ環境整備へ

のアドバイス、オンライン勉強会の実施を通じて、医療的ケア児の旅行を応援したい人たちが学び、つながる環境

づくりを進め、調査や発信にも取り組んでいます。

ててとて旅行舎「ててとて旅行舎」～医ケア児との旅を応援するポータルサイト～
https://tetetote-travel.jp/

医療的ケア児とご家族の旅行や外出を応援するメディアです。
全国のお出かけスポットや旅行のお役立ち情報を掲載しています。
旅する人と応援する人をつなぐことで、誰もが安心して楽しい旅に出かけられる社会をつくります。

https://tetetote-travel.jp/


１. 調査概要
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調査地域 全国

調査手法 WEBアンケート調査

実施期間 2026年2月１７日（金）～3月22日（金）
※当初は3月15日までの締切だったが、延長希望の声を受け、３月２２日まで延長した

調査対象者 医療的ケア児者のご家族（旅行経験の有無は問わない）

総回答数 352件

有効回答数 3４５件（総回答数のうち、上記対象者に該当しない回答と重複を除いた数）

調査主体 一般社団法人Try Angle

調査概要

参考文献： 全国医療的ケアライン アンケート調査報告書（全国医療的ケアライン　令和7年9月）

 「令和元年度障害者総合福祉推進事業 医療的ケア児者とその家族の生活実態調査 報告書」（厚生労働省　2020年3月）

「医療的ケア児の旅行ガイドライン」（一般社団法人Try Angle 2020）
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２. 調査サマリー
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調査サマリー

医療的ケアのあるお子さんと「宿泊を伴う旅行」を経験したことが「ある」が80.3%、「ない」が19.7％。

宿泊旅行の経験がない家庭のうち、80.9%が「子どもと外出したい」と回答した。また、宿泊旅行経験のない

家庭のうち、約半数が「外出したいと思っているが、できていない」と回答した。

旅行の手配方法は「個人で交通機関や宿泊等を手配する」が94.2%であった。

旅行の頻度は「1年に1～2回」が49.1%であった。

旅行経験回数は「3～9回」が最も多く48.7％となった。

これまでで一番長い旅行日数は「2泊3日」が３６.8%で最多となった。

宿泊施設を選ぶ際に重視するポイント上位は「旅行の目的地（テーマパークなど）から近い」「部屋の中もバギ

ー・車いすで移動できる」「部屋の間取りがわかる」であった。

宿泊施設以外の、旅行先の環境について確認していることの上位は「おむつ替えの場所」「車いす専用駐車場」

「医療的ケアを行える場所」がとなった。

旅行をする際に感じる不便や困難は「おむつを替えられる場所がわからない」が62.４%であった。
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３. 回答者属性
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アンケートに回答いただく方とお子さんと
の続柄を教えてください。

※ 回答者を子どもの年齢として回答したと思われる

　　10代・2件、20代・3件は有効回答数から除いた。

回答者の方の年代を教えてください

回答者ご本人について

有効回答数：343（※） 有効回答数：340 （※）

「その他」：0.9%

祖母、姉弟、兄弟

※続柄を聞く欄でメールアドレスを記載していた

　　2件は有効回答数から除いた。

20代

0.3％

母親：

９３.3%

父親：

５.８%

回答者は医療的ケア児の母親が93.3％を占め、40代が49.1％と最も多かった。

40代：

49.1％

50代：

30.3％

30代：

17.9％

60代以上

2.4％
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北海道 17

青森県 1

岩手県 2

宮城県 6

秋田県 2

山形県 2

福島県 4

茨城県 8

栃木県 8

群馬県 24

埼玉県 12

千葉県 12

東京都 26

神奈川県 24

新潟県 4

富山県 1

石川県 17

福井県 4

山梨県 1

長野県 4

岐阜県 16

静岡県 6

愛知県 10

三重県 2

滋賀県 36

京都府 5

大阪府 10

兵庫県 17

奈良県 1

和歌山県 6

鳥取県 2

島根県 1

岡山県 4

広島県 2

山口県 1

徳島県 3

香川県 1

愛媛県 3

高知県 3

福岡県 8

佐賀県 3

長崎県 3

熊本県 1

大分県 2

宮崎県 10

鹿児島県 5

沖縄県 5

全都道府県の在住者から回答があった。

都道府県別の回答は右表の通り。

回答者がお住まいの都道府県

有効回答数：345

お住まいの都道府県をご記入ください。
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自立歩行（介助あり）

2.8％

自立歩行　9.5％

ベビーカー　5.7％

「バギー」が最多で５５.４%、次いで「車いす／電動車いす」が2５.８%となった。

医療的ケアのあるお子さんの日常的な移動手段

（複数回答可、有効回答数：345）

車いす/電動車いす

25.8%

バギー

５５.４%

お子さんの日常の主な移動手段について、

該当するものをお選びください。

抱っこ　０．８％

（参考）大きめのバギーで背もたれを倒した状態。

座面下には医療機器を置く台があり、奥行き・重量とも

に通常の車いすよりも大きく、折りたたみもできない。



「経鼻胃チューブ／胃ろう」が7５.6%、「吸引」が7５.３%、「てんかん発作の管理」が53.6%、

「気管切開管理」が4６%、「人工呼吸器管理」が４０.2%となった。

お子さんが日常的に受けている医療的ケアについて

お子さんが日常的に受けている医療的ケアについて、6か月以上継続しているものをお選びください。
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（複数回答可、有効回答数：３４５）



（有効回答数：３４５）

お子さんの年齢をご記入ください。

0 10 20 30

0歳

2歳

4歳

6歳

8歳

10歳

12歳

14歳

16歳

18歳

20歳

22歳

24歳

2

6

8

14

15

14

8

22

18

18

18

27

19

17

24

18

10

17

17

6

7

9

5

7

5

14

お子さんの年齢について
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医療的ケア児（０〜１８歳）が84.6%、医療的ケア者（１９歳以上）が１５.4%となった。

０〜１８歳

８４.６%

１９歳以上

15.4%



４. 調査結果
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医療的ケアのあるお子さんと「宿泊を伴う旅行」を経験したことが「ある」が80.3%、「ない」が19.7％となった。

また、旅行経験の有無と年齢をクロス集計したところ、５歳以下の子どもの４６％（２７人）はまだ旅行経験がなか

った。

医療的ケアのあるお子さんとの旅行経験の有無

 Try Angle ©
（有効回答数：３４５）

お子さんと「宿泊を伴う旅行」をされたことはあ
りますか。

ある

８０.3%

ない

１９.７%

旅行経験あり 旅行経験なし

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

0歳

2歳

4歳

6歳

8歳

10歳

12歳

14歳

16歳

18歳

20歳

22歳

24歳

100%

33.3% 66.7%

62.5% 37.5%

50% 50%

66.7% 33.3%

57.1% 42.9%

75% 25%

90.9%

88.9% 11.1%

77.8% 22.2%

72.2% 27.8%

70.4% 29.6%

78.9% 21.1%

88.2% 11.8%

95.8%

83.3% 16.7%

100%

88.2% 11.8%

88.2% 11.8%

100%

100%

88.9% 11.1%

100%

85.7% 14.3%

80% 20%

92.9%



４-1. 調査結果（宿泊旅行の経験がある方）
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一番よく使う旅行の手配方法

難病団体のイベントに参加する　など
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（有効回答数：277件）

「個人で交通機関や宿泊等を手配する」が94.2%となった。

一番よく行う旅行の手配方法について、該当する
ものをお選びください。

「その他」　1.4%

「旅行会社に交通機関や宿泊等の手配を依頼する」

４.３%

「個人で交通機関や宿泊等を手配する」

９４.２%



宿泊旅行の頻度
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お子さんとの宿泊旅行は、どの程度の頻度でさ
れていますか。

（有効回答数：277）

「1年に1～2回」が最も多く49.1%、「数年に1度」が39.4％と続いた。

「1年に１〜２回」

49.1%

「数年に１回」

39.4%

「年に3回以上」

11.6%



これまでの国内旅行の経験回数

 Try Angle ©

（有効回答数：277）

「3～9回」が最も多く48.7％となった。

また、「3回以上」が全体で約85%となった。

これまでにお子さんと経験した宿泊を伴う国内旅
行の回数を教えてください。

「3〜9回程度」

48.7%

「１０回以上」

35.4%

「１〜2回」

15.9%



「2泊3日」が３６.8%で最多となった。

次いで、「１泊２日」が26.4％となり、３日以下が６割を超えた。

これまでで一番長い旅行日数

これまでで一番長い旅行日数を教えてください

0 20 40 60 80 100 120

1泊2日

2泊3日

3泊4日

4泊5日

5泊以上

73

102

49

22

31
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（有効回答数：277）



（有効回答数：277）

お子さん含め一緒に行った旅行で、「一番多かった」人数

これまでの旅行で、一緒に行った人数のうち、一番多かった人数（お子さん含む） を記入してください。

2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人 11人 12人 13人 14人 15人以上
0

10

20

30

40

50

60

2

41

57 57

33

18

13 13
9

6
4

9
5

10
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一番多かった人数は「4人」「5人」でそれぞれ20.６%となった。



一番人数が多かった旅行に同行した人の属性

一番人数が多かった旅行に同行した人の属性について、該当するものをすべてお選びください。

0 50 100 150 200 250 300

母

父

きょうだい児

祖母

祖父

親戚

医療的ケア児の友人家族

看護・介護スタッフ

きょうだい児の友人家族

271

240

178

127

99

68

14

12

8
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（有効回答数：２７７）

「母」が97.8%、「父」が86.６%、「きょうだい児」が64.２%となった。



（複数選択可／有効回答数：282件）

旅行の目的

これまでの宿泊を伴う旅行の「目的」について、該当するものをすべてお選びください。（複数選択可）

0 50 100 150 200 250 300

観光・レジャー

親族・知人訪問

イベント参加

冠婚葬祭

その他

259

94

68

42

31
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「観光・レジャー」が93.6%で最多となり、

次いで「親族・知人訪問」が33.7%、「イベント参加」が24.5%と続いた。

その他の記述

県外の病院受診・治療

リハビリ入所のため

修学旅行・学校の校外学習

患者会

など



これまで利用したことのある宿泊施設の種類

これまでの宿泊を伴う旅行で「利用したことのある宿泊施設」の種類について、該当するもの
すべてお選びください。（複数選択可）

0 50 100 150 200

リゾートホテル（観光地にある大型ホテル）

旅館

シティホテル（都市部にある多機能なホテル）

親類・友人宅

一棟貸し（コテージ、貸別荘）

ビジネスホテル

民宿・ペンション

その他

185

155

117

95

80

77

46

17

 Try Angle ©
（複数選択可／有効回答数：282件）

「リゾートホテル」が最も多く65.6％、次いで「旅館」が54.9%となった。

その他の記述

キャンプ場

グランピング

障害のある方向けのホテル

フェリー

病院近くのファミリーハウス

など



「宿泊施設を選ぶ際に重視するポイント」について、優先度の高いものを最大3つ
お選びください。

0 50 100 150 200

旅行の目的地（テーマパークなど）から近い

部屋の中もバギー・車いすで移動できる

部屋の間取りがわかる

問い合わせした際のスタッフの対応が良い

口コミサイトの評判が高い

最寄り駅から近い・アクセスしやすい

他の医療的ケア児者家族等が利用したことがある

TVやSNSなどを見て利用してみたい（できる）と思った

救急病院から近い

187

160

128

82

54

33

28

24

18

「旅行の目的地（テーマパークなど）から近い」が68%、

「部屋の中もバギー・車いすで移動できる」が58.1%、「部屋の間取りがわかる」が46.5%と続いた。

宿泊施設を選ぶ際に重視するポイント

 Try Angle ©
（有効回答数：275件）



順位 キーワード 出現回数

1位 お風呂・入浴設備 81回

2位 部屋・広さ 68回

3位 食事・食事場所 37回

4位 車椅子・バギー 34回

5位 ベッド・布団 33回

6位 エレベーター 26回

7位 バリアフリー・段差 32回

8位 ミキサー食・ペースト食 20回

9位 駐車場 16回

10位 電源・医療ケア設備 14回 （有効回答数：２１0）

宿泊施設を選ぶ際に重視するポイント（自由記述）（１）

 Try Angle ©

回答のあった自由記述から、キーワード（同様の意味のまとまり）を集計した結果、

「お風呂・入浴設備」が８１回となった。

２位の「部屋」については、「部屋の広さ」などの他にも、「部屋食」「部屋風呂」など客室内で過ごしたいニーズも含

まれている。また、出現回数を元にテキストマイニングで表した。

その他の「宿泊施設を選ぶ際に重視するポイント」があれば、ご記載ください。



宿泊施設を選ぶ際に重視するポイント（自由記述）（２）
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「貸切風呂または、洗い場つきのお風呂がお部屋にあること」（北海道・40代母/10歳女性）
「1番はお風呂とトイレが別で、洗い場の広さが十分であることです。うちの子どもはいわゆる「寝たきり」なので、ユニバーサルル
ームのお風呂（浴槽とトイレが一緒になっている）では、洗い場にゴロンとした時に便器が頭上に来たりして、やはり抵抗がありま
す」（福岡県・40代母/16歳女性）
「ベットやお風呂の様式。介助しやすいものなのか、宿泊先でレンタルできるものはあるのか(バスチェアなど)」（滋賀県・30代母/10
歳男性）

お風呂・入浴設備について

「広めのベッドや配置、エレベーターあり、冷蔵庫・電子レンジ・電気ケトルあり、物品を洗う場所が部屋にあるか、お部屋にお風呂
があるか…など」（北海道・40代母/7歳男性）
「部屋の入口の広さ、エレベーターの出入口の幅、奥行き、室内を車椅子で移動できるか。宿泊のお部屋などで胃ろう物品が洗浄でき
るか」（兵庫県・40代母/24歳女性）

部屋・広さについて

「食事は部屋か食堂か、食堂ならその際、車椅子で入れるか？電源はとれるか？本人は食事を食べられないので提供はいらないが、料
金はどうなるか？」（東京都・50代母/22歳男性）
「ミキサー食の提供があるかないか、食事会場にハンドミキサーを持ち込んで使用できるか、ミキサー対応が無理ならペーストのレト
ルト食品を持ち込んでその子に食べさせても良いかどうか」（北海道・50代母/14歳男性）

食事・食事場所について



宿泊施設以外の、旅行先の環境について確認していること

「おむつ替えの場所」が70.７%、

次いで「車いす専用駐車場」が5４.８%、「医療的ケアを行える場所」が4８.３%となった。

宿泊施設以外の、旅行先の環境について、確認していることは何ですか。該当する
ものを全てお選びください。

0 50 100 150 200

おむつ替えの場所

車いす専用駐車場

医療的ケアを行える場所

救急病院・医療施設

ドラッグストアなどケア用品や代用品の購入ができる店

該当なし
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（複数選択・有効回答数：２７７）



旅行をする際に感じる不便や困難について、該当
するものをすべてお選びください。

0 50 100 150 200

おむつを替えられる場所がわからない

医療的ケアを行える場所がわからない

人手が足りない（旅行に同行する家族がいないと難しい、など）

福祉サービスが足りていない（旅先で利用できる移動支援や付き添いがない、など）

接客の配慮が足りていない（従業員に理解してもらえない、など）

交通機関の手配の方法がわからない（飛行機や新幹線等の予約方法がわからない、など）

不便や困難は特にない

173

102

94

90

73

61

21
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旅行をする際に感じる不便や困難

「おむつを替えられる場所がわからない」が62.４%。

次いで「医療的ケアを行える場所がわからない」が3６.8%、「人手が足りない」が3３.９%となった。

（複数選択・有効回答数：２７７）
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宿泊施設の利用や、旅行全般において、不便や困難を感じたことのあるシーン

宿泊施設の利用や、旅行全般において、不便や困難を感じたことのある具体的なシーンをご記入ください。（自由記述より抜粋）

「オムツ替えできるトイレが少ない。赤ちゃん用では小さい。（神奈川県・50代母/13歳女性）
「車いすトイレは沢山あるが、オムツ交換できる介助シートのあるトイレが本当に少ない。（神奈川県・40代母/18歳女性）」

おむつ替えの場所について

「車椅子優先駐車場を利用するが、福祉車両の後方から車椅子乗り入れするのに、後方に広いスペースがない駐車場ばかりで、危ない
状況で乗り入れすること多々あり」（東京都・50代母/9歳女性）
雨の日の移動は不便。駐車場から入り口まで屋根が欲しい。（愛知県・40代母/5歳男性）

車いす駐車場について

娘の吸引は側臥位で行いたいが、その場所が確保しづらい。ユニバーサルシートがあるトイレで吸引することになったが、衛生的に本
当は別の場所が良かった。胃ろう注入の物品を洗う場所もなかなかないので、長時間の外出時は困ることが多い。食事で使うものなの
に、他に場所がないためトイレの手洗いを使うことが多い（埼玉県・40代母/13歳女性）
人工呼吸器の加湿や、電気毛布などポータブルバッテリーで対応しているが、常に電源の確保が気になる。（兵庫県・50代母/18歳男
性）

医療的ケアを行える場所について



４-2. 調査結果（宿泊旅行の経験がない方）
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宿泊旅行の経験が無い方に日常的な外出（お出かけ）について聞いたところ、

61.8%が日常的な外出を「する」と回答し、

38.2%が「しない」と回答した。

日常的な外出について

 Try Angle ©

日常的な外出（お出かけ）をされていますか。

（有効回答数：６8）

「しない」

38.2%

「する」

61.8%



「外出したいと思っているができていない」が最も多く50%となった。

「外出したいと思っていて、できている」と回答した人は30.9%だった。

（宿泊旅行経験がない方）お子さんとの外出について思い当たる状況

「その他」の記述
入院中でしたくてもできない
日帰りで近隣へのお出かけは出来ます
外出は出来てはいるが、ドライブ程度で思うよう
には行けてない
外出できてるけど、お泊まり旅行はできてない。
外出がしたいと思って、出来ているが、半分(回
数)位
メインは通院のみ
したいと思ってますが中々思う様に出来ていませ
ん。
したいと思っていて、環境が整った限られた範囲
ならば、お出かけができている。
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お子さんとの外出（お出かけ）につい

て、現在思い当たるご状況に近いものを

お選びください。

（有効回答数：６8）

したいと思っていて

外出できている

30.9%

したいと思っているが

外出できていない

50%

その他　11.8％

外出ができると思っていない　

2.9％

外出をしたいと思っていない　

4.4％



したいと思っていて、外出（お出かけ）ができている したいと思っているが、外出（お出かけ）が出来ていない

外出（お出かけ）が出来ると思っていない 外出（お出かけ）をしたいと思っていない その他
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旅行経験がない方のうち、半数は外出をしたいができていない状況であることが明らかになったが、

年齢別では５歳以下の子どもの４６％（２７名）はまだ旅行経験がなかった。

その２７名のうち、お子さんとの外出について、現在思い当たる状況に近いものを選んでもらったところ、

「したいと思っているが外出（お出かけ）ができていない」との回答が５５％（１５件）となった。

また０〜２歳では「したいと思っていて、お出かけができている」と回答した人はおらず、まだ入院中であることや、

退院後の生活に慣れるための期間であることから、意欲はあるものの、お出かけができない状況が伺える。

【クロス集計】旅行経験が「ない」×「お子さんの年齢」×「現在の思い当たる状況」



宿泊を伴う旅行を計画したことがない、または実行に至らなかった理由

「旅行中・旅行後の体調悪化が怖いため」が最多で60.3%、

次いで「直前まで体調が読めないため」が55.9%

「問い合わせ・相談・確認等に時間を要するため」が38.2%となった。

宿泊を伴う旅行を計画したことがない、または実行に至らなかった理由について、当てはま
のをすべてお選びください。
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旅行中・旅行後の体調悪化が怖いため

直前まで体調が読めないため

問い合わせ・相談・確認等に時間を要するため

主治医・かかりつけ病院から離れてしまうため

旅行が初めてで勇気が持てないため

旅先に必要な情報が不足していたため

家族内での旅行意欲にばらつきがあるため

主治医から止められているため
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（複数選択、有効回答数：６８）



宿泊旅行ができない、あるいは旅行をためらう具体的な理由やエピソード

宿泊旅行ができない、あるいは旅行をためらう具体的な理由やエピソードをご記入ください。（自由記述より抜粋）
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何かあった時の心配が1番大きい。診てくれる病院はあると思うけど、万が一を考えると自宅に戻って来れなくなるんじゃないかなど
不安が大きい。（北海道・40代母/2歳男性）

体調・急変に関する不安

ほとんど取扱いのない薬剤と皮下注射ポンプを使っています。ポンプが故障した場合速やかにかかりつけ病院に行き、病院の代替ポン
プに繋がなければいけないため遠出をためらい10歳になってしまいました。ポンプの故障は年間で1度あるかないかぐらいの頻度なの
で少ないけれど、何かあった場合危険な状態になってしまうので自宅以外に宿泊することに恐怖感を持っています。2年後の修学旅
行、県外の予定で親も付き添うのですが、今からあれこれ悩みながら計画をたてています。（神奈川県・40代母/10歳女性）

医療機器に関する不安

本人が長時間の外出を好まない、また体力的に負担が大きいと思われるため。（東京都・50代父/12歳女性）
母子家庭のため、日常生活で手いっぱいになってしまっている。（茨城県・40代母/10歳女性）
離島在住なので、必ず船に乗らなければいけないので、リスクが大きい。（長崎県・40代母/4歳女性）

本人・家庭の状況

医療的ケアの機器の手配が面倒。通常の生活(通学や通院)でも荷物の量がすさまじく旅行となったらどれだけの荷物が必要なのか、ど
れだけの備えをしなければいけないのか、道中の休憩やケアの事を考えるとリスクが大きく余程の事でなければ旅行は控えてしまう。
（群馬県・40代母/12歳女性）

荷物の量の負担



４-３. 調査結果（旅行経験の有無に関わらず）

 Try Angle ©



「良い体験だった」と感じられる宿泊施設で、印象に残っている出来事

 Try Angle ©

「良い体験だった」と感じられる宿泊施設で、印象に残っている出来事があれば教えてください。（自由記述より抜粋）

問い合わせをした際に、バリアフリーではないのに、快く受けてくれて、学ぼうとしてくれたホテルやペンション。必要なアシストを
させていただくのは、どのお客様にも同じですと言い切って、ミキサー食を出してくれたり、階段を車椅子で上げる方法を考えてくれ
たり。また、最初からユニバーサルを謳っている宿。設備だけでなく、スタッフもヘルパーだったり、就労支援として知的障害のある
方が働いていたりした宿は、さすがの配慮がそこここにありました。（埼玉県・60代以上母親/21歳男性）
部屋の出入口の間口何センチありますか？の問い合わせに、「すぐ確認して折り返しご連絡します！」と言われてお部屋の出入口のサ
イズとエレベーターの出入口の幅、奥行きまで図ってくれた。自分が言った以上に、スタッフさんが想像して対応してくれたのだろう
なと思うと嬉しかった。「ウェルカム体制」が嬉しかった。こういう嬉しい事があると、どんなに大変な旅だったとしても「楽しかっ
た旅」の記憶、体験になる気がする。（兵庫県・40代母/24歳女性）

宿泊施設のスタッフの対応

フェリー乗船時に大浴場を利用した際に他の利用者さんから何か手伝えることがあればと声をかけてもらったり、朝食を食事会場でと
っている際に小さいお子さんが娘のNGチューブで鼻からボトル滴下で注入している様子が不思議そうにしていたので、お口から上手に
モグモグゴックンが出来ないからこのチューブを通って飲み物や栄養（ご飯）を直接お腹に届けているんだよってその子がわかる範囲
でお話したらその子にとっては不思議なことではなくなり楽しい食事時間になりました。（滋賀県・50代母/15歳女性）

他の利用客からの声掛け

客室ベランダの椅子に抱っこで座り花火が見られたこと。花火を間近で見たこと無かったので貴重な経験だった。（東京都・50代母/9
歳女性）

宿泊先での体験
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お子さんと「行ってみたい」と思う旅先や、経験したいアクティビティがあれば教えてください。（自由記述より抜粋）

お子さんと「行ってみたい」と思う旅先や、経験したいアクティビティ

順位 キーワード 出現回数

1位 ディズニー 39回

2位 海・海水浴 32回

3位 沖縄 31回

4位 温泉 29回

5位 海外 28回

6位 飛行機 24回

7位 USJ 23回

8位
テーマパーク・
遊園地

19回

9位 雪遊び・スキー 18回

10位 北海道 16回

「東京ディズニーリゾート。医ケア児の先輩ママ達からの情報で、救護室で注入をさせてもらえ
たり、ホテルの配慮もすごくて、ディズニーなら泊まれると話してくれたから」（栃木県・40代
母/11歳男性）

１位：ディズニー

２位：海・海水浴、３位：沖縄、6位：飛行機

「飛行機に乗ったことがないので、飛行機で沖縄に行って、青い海を見せてあげたい」（北海道・
40代母/10歳女性）

4位：温泉

「子どもがお風呂好きなので、ゆっくり温泉に入ってもらいたいです。製作をするのが好きなの
で、絵付け体験やパーツを組み合わせて作る思い出の品を作りたいです。」（福岡県・40代母/11歳
男性）

5位：海外

「ハワイなど海外。行けなくはないが、パパさんが言葉が通じない所で病院に行くような事態に
なったら、と不安。また、長時間の飛行機の座位保持が懸念」（愛知県・50代母/18歳男性）
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お子さんと「行ってみたい」と思う旅先や、経験したいアクティビティの１位は「ディズニー」であっ

た。

自由記述では、まだ行ったことがないという方をはじめ、リピーターの方からも選ばれている。

背景としては、子どもが楽しめる場所であること、訪問先と宿泊先が近接しており、休みながら遊

べること、接客対応の良さ、家族間の口コミが多いことも要因に挙げられる。

また、ディズニーリゾートの公式Webサイトのバリアフリーに関するページでは、食事の加工対応

が可能な店舗やバギー利用者への対応、列に並んで待つことが難しい方への対応などが記載され

ており、アクセス方法に限らず、食事やトイレ、休憩などその場での過ごし方に関する情報発信も、

訪れる人にとっての安心感につながっていることが考えられる。

また、２位の「海・海水浴」、３位の「沖縄」、６位の「飛行機」については、沖縄が観光地として人気の

土地であることに加えて、飛行機や海水浴など、まだチャレンジをしたことのないことを旅を通し

て実現したいという気持ちがあることが考えられる。

４位の「温泉」については、お風呂が好きな子どもに広い大浴場を体験させたい、家族でゆっくり過

ごしたいという声が上がり、５位の「海外」については、ヨーロッパやハワイ、アメリカなど具体的な

行き先も記載されている方もいれば、「海外旅行」のみ記載されている方もいた。

国内に限らず、あらゆるところへ旅をし、未経験な活動を含め、さまざまなアクティビティを体験

をしたいという気持ちがあることを示唆している。

順位 キーワード 出現回数

1位 ディズニー 39回

2位 海・海水浴 32回

3位 沖縄 31回

4位 温泉 29回

5位 海外 28回

6位 飛行機 24回

7位 USJ 23回

8位
テーマパーク・
遊園地

19回

9位 雪遊び・スキー 18回

10位 北海道 16回

【考察】医療的ケア児者家族ならではの、旅先選びの観点



医療的ケアのあるお子さんとの旅行で行っている工夫

あなた自身が医療的ケアのあるお子さんとの旅行で行っている工夫があれば教えてください。（自由記述より抜粋）
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S字フックは、バギーに常に常備。旅先に荷物は、段ボールやスーツケースに詰めて先送りする。行く時の移動の負担を軽くする。呼
吸器や酸素などのメーカーさんに、宿の方に予備の呼吸器や酸素など届けてもらう。車の中にはいざと言う時の物品も入れておく（常
備）災害は、どこで起きるかわからないので、診療情報提供書のコピー、お薬手帳のコピーなども持っておく。予備薬、予備のケアグ
ッズ等も荷物に詰めています。電源、充電をよく確認する。（埼玉県・50代母・23歳男性）
なるべく洗うものを少なくするために、使い捨てできる容器や栄養剤を持っていきます。（愛媛県・30代母/4歳女性）

荷造りでの工夫

とにかく宿泊施設の窓口のスタッフさんと事前のお電話でよく話す事を心がけています。皆さん、とても親切なので、知恵を絞ってく
れますし、考慮してくれます。なので、自己紹介などをして、子供のことや、この旅行への想いなどもお伝えして、私達家族の事を知
ってもらう努力はしています。そして、お互い様なので、無理なことは理解して、歩み寄りの姿勢はもって交渉しています。（石川県・
50代母/14歳男性）

宿泊施設とのコミュニケーション

家との違いを楽しんでもらえるように、あまり細かく制限しすぎない（群馬県・40代母/7歳女性）
毎晩のリハビリ、持ち歩く機器の軽量化、人の多いところを避ける、自分の体力がある内に行きたいところに行く、旅行装備を忘れな
い内に次の旅行に行く（岡山県・40代父/13歳女性）

旅先での過ごし方



医療的ケア児者との旅行について、社会に願うこと

医療的ケア児者との旅行について、社会に「こうあってほしい」「こんな仕組みがあると助かる」と感じることがあれば教えてください。（自由

記述より抜粋）
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駅、空港、コンビニ、大型ショッピングモール、観光地など立ち寄りそうな場所に大人用のおむつ替えベッドがある社会。（福島県・
40代母/7歳女性）
公共施設や公共交通機関はエレベーターの増強や専用化、ユニバーサルベッドの設置（東京都・40代母/6歳女性）

施設の設備について

何度も問い合わせなくても、旅館でのケア可能な状況（バリアフリー、風呂トイレ、ゴミ箱、他など）が知りたいなといつも思いま
す。とにかく行くまでに確認しなくてはいけないことが多すぎます。そこからハードルを下げていけたら、もっと旅を楽しめる人が増
えると思います。（東京都・40代母/15歳女性）
各地域などの観光協会などに旅のコンシェルジュ的な方がいて、そこに相談したら、その旅先でのアドバイスやその地域の関係施設と
連携を取ってくれたりしたら、もっとスムーズでかつ楽しい旅行ができると思います。（北海道・50代母/14歳男性）

情報発信・情報収集の簡便化

ヘルパーや看護師の付き添い支援。（北海道・40代母/4歳女性）
中に入って旅行コーディネーターの役割をしてくださるシステムが、各地域にあれば旅行先の安心、安全、家族調整の労力が軽減する
ように思う。個人の情報収集では、かぎりがある（和歌山県・60代以上/35歳男性）
受け入れ可能なホテル、観光地のわかるガイドブックや、そういう人のための旅行計画を相談にのってくれる旅行会社がわかるものが
あれば、問い合わせ先を探さずに聞けると助かる（滋賀県・50代母/21歳女性）

支援・サービス



５. 考察
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考察

調査に参加した医療的ケア児家庭の約8割が宿泊旅行を経験しており、旅行経験のない家庭でも約8割が
「子どもと外出したい」と回答しています。医療的ケアの有無にかかわらず、わが子と出かけたいという
保護者の思いは、多くの家庭に共通していることが示されました。

一方で、旅行経験者の94.2%が交通・宿泊のすべての手配を個人で行っており、行き先の選定から問い合
わせ・当日の段取りまで、膨大な準備負担を家族が一手に担っている実態が明らかになりました。旅行を
サポートするコーディネート体制や相談窓口の整備が求められます。

旅行中の困りごとの筆頭は「おむつ替えの場所がわからない」（62.4%）で、医療的ケア児者家庭ならでは
の課題が浮き彫りになりました。設備そのものの不足に加え、情報へのアクセスのしにくさが大きな障壁
となっていると考えられます。今後さらなるご家庭・観光事業者へのヒアリングを実施し、情報提供のあ
り方について検証を進める必要があります。

良い体験として挙げられた声の多くは、スタッフが想像力を働かせて先回りして対応してくれた、問い合
わせに丁寧かつ柔軟に応じてくれた、といった人の姿勢や対応に関するものでした。設備面の整備と並行
して、旅行事業者向けの研修や情報共有の仕組みづくりが、旅行のハードルを下げるうえで有効と考えら
れます。
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①旅行への意思を固め、
　行き先を決める

②交通手段を決める ③宿泊施設を決める ④旅先について調べる

⑦子どもの体調を
　確認する

⑨旅先で過ごす

旅のプロセス別　医療的ケア児者家族が主に確認・検討するポイント

⑤旅行当日の
スケジュールを考える

⑥荷造りをする⑧旅行に出発する⑩帰宅する

自家用車か否か
交通手段のチケット予約
新幹線の多目的室の予約
駅・空港での介助依頼
旅先の福祉タクシー・レ
ンタカーの予約

部屋の広さと定員の確認
館内外のアクセシビリテ
ィ
食事場所の確認
食事加工の可否
入浴環境、就寝環境の確
認
医療機器のレンタル手配
医療機器メーカーと宿と
の連絡調整

周辺観光地の駐車場・ト
イレ・食事場所・食事加
工の可否の確認
同行する家族の希望の調
整
緊急時の搬送先病院の確
認

移動中の医療ケア、お
むつ替え、食事のシミ
ュレーション
雨天時の対応

同行する家族の希望の調
整
季節柄の天候状況
旅先の混雑状況

着替え・ケア用品・薬・
おむつなどの準備
移動中に持つもの・事前
に配送しておくものの仕
分け
医師の診断書・医療情報
提供書等の準備

旅行前からの体調管理
キャンセル期限の確認
旅程の変更

移動中の医療ケア、おむ
つ替え、食事
移動中のバッテリー・酸
素残量などの確認
イレギュラー発生時の対
応

旅先・宿泊先での医療ケ
ア、おむつ替え、食事、
入浴対応
医療機器の客室への搬入
出
就寝環境の調整
宿泊施設スタッフとのコ
ミュニケーション
旅行中の体調管理

荷解き
旅行後の体調管理

調査を通して、医療的ケア児者の家族は、旅行を検討し、実施するまでの以下のプロセスの中で、
情報収集や確認、手配などに手間がかかっていることが見えてきました。



６. 最後に
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代表メッセージ

「医療的ケアのあるお子さんやご家族は、なかなか旅行に行けないんです」

「そうなんだ、どうして？」

その理由がお子さんやご家族によって様々であるがゆえに、一言で語ることができず、もどかしい想いを抱えながら、日々活動をしてきました。

今回の調査によって、旅行が困難なポイントが明らかになりましたが、その解決に向けてのアクションはこれからです。

ぜひ、Try Angleだけではなく、全国の観光に携わる方々、医療的ケア児者のご家族、医療や福祉の現場の方々、支援団体の方々、学校の先生方・・・・・・

さまざまな人と協力をしながら、「どうしたらより快適で、よりよい思い出になる旅行を実現できるだろうか」と

知恵と工夫を共有しながらアクションを起こしていきたいと思っています。

冒頭にも書きましたが、この調査は「対話のスタートライン」となることを目指しています。

本調査の項目で「良い体験だった」と感じられる宿泊施設で、印象に残っている出来事があれば教えてください」という項目を設けましたが、

その回答の多くは宿泊施設の方とのコミュニケーションあってのエピソードが満載でした。

想像力を働かせたり、察することを求められる場面もたくさんありますが、でもわからないことは相手に率直に聞いてみる──そんな姿勢が、お互いに

理解しあいながら物事を前に進めていくことにつながると思います。

最後に、本調査の実施にあたりお世話になったみなさまに感謝の気持ちをお伝えします。

まず、本調査の実施にあたり、調査票設計にお力添えをいただいたSAPジャパンプロボノチームの方々、

初稿の調査票にモニターとして回答してくださった５名の医療的ケア児の保護者の方、調査票の周知にご協力をいただいた全国医療的ケアライン（アイラ

イン）さん、アイラインに参加する全国の医療的ケア児・障がい児の家族グループの皆さん、特別支援学校の保護者ネットワークで周知をしてくださった

方々、そして３５０名のアンケートに協力をしてくださった回答者の皆さんに、心から感謝を申し上げます。

一般社団法人Try Angle

代表理事　須田麻佑子
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Try Angleでは、

宿泊施設・観光施設での受け入れ環境改善のサポート

医療的ケア児者家族を対象としたオンラインでの旅行に関する壁打ち

医療的ケア児者の外出をサポートする事業者・医療福祉従事者向けのオンライン勉強会

ポータルサイト「ててとて旅行舎」での情報発信

などを実施し、「医療的ケア児者とその家族」や「宿泊・観光事業者」「医療福祉従事者」などとともに、

病気や障害の有無に関わらず誰もが旅行を楽しめる社会づくりを進めています。

今回の調査を踏まえ、上記の活動をより一層強化し、「社会側の環境改善」と、「旅をするご家族の情報収集に関する課題解決」の

両輪での取り組みを進めてまいります。

宿泊施設・観光施設を運営しており、受け入れ環境の改善に取り組みたい施設様は

ぜひ下記のお問い合わせフォームよりご連絡ください。
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今後Try Angleが目指していくこと

お問い合わせフォーム

スマホからの

お問い合わせは

こちらから

https://app.jibun-apps.jp/form/63533186-26d8-4fb4-8f0e-79d570ad73cb/new


ご寄付のお願い

本調査の報告をお読みいただき、誠にありがとうございました。

345名のご家族から寄せられた切実な声を通じ、医療的ケア児者とそのご家族が宿泊旅行で直面している多くのハードルが浮き彫りになりまし

た。

この結果をご覧になり、「自分にも何かできることはないか」「この現状を少しでも変えたい」と感じてくださった方もいらっしゃるのではないで

しょうか。その想いを形にする方法として、ぜひTry Angleの活動に「寄付」という形で参加してみませんか？

私たち一般社団法人Try Angleは、誰もが安心して旅を楽しめる社会を目指し、宿泊施設の受け入れ環境改善のサポートや、

当事者家族への情報提供・オンライン支援など、具体的なアクションを積み重ねています。

皆様からいただくご寄付は、こうした活動を継続するための大切な原動力となります。

寄付は、単なるお金の支援ではなく、誰もが笑顔で旅に出られる優しい未来を私たちと共に創るための「参加」です。

当事者家族の当たり前の願いを叶え、社会のバリアをひとつずつ解消していく仲間として、あなたの力を貸してください。

温かいご支援を、心よりお待ちしております。

活動にご賛同いただき、ご寄付でご支援をいただける方は下記のページよりお申し込みください。
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寄付で活動を応援する

スマホからの

お申し込みは

こちらから

https://try-angle.org/donation/
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